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図２０修正操舵をｶﾛえたことによって生じた横ｶﾛ速
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に驚き過度の修正操舵力，操舵角を加えたときの危険性がうかがえる。操舵力の大きさがやや大きい
のは実験走路がコンクリート舗装であることによると思われる。
横風送風装置通過時のヨー角加速度および横加速度は風速が大きくなるにつれ，また車速が増すに
つれ急激に大きくなり，運転者が感ずる危険度がそれだけ増すことを示し，とくにヨー角加速度が大
きくあらわれる傾向がある。修正操舵を加えたことによって生じたヨー角加速度および横加速度には
運転者による修正操舵の個人差が多分にあらわれてきているものと思われる。なお今回の実験では横
風送風装置の部分が１５ｍと短く，したがって観測時間が短く，応答の波形のスペクトル解析を行な
うことはできなかった。
また８ミリカメラまたはピデオコーダの記録から，高速で風速の大きいとき送風装置にさしかかる
やいなや，横に大きく流されるとともに自動車の頭部が風下に強く振られ，送風装置をはずれていく
とき後部が風下に強くふられる様子が見うけられたが，前記応答波形と関連して考えればうなづける
ところである。
運転者が横風・突風による外部撹乱を感じ修正操舵をはじめるまでの所要時間，すなわち感応時間
を参考までに表４に示したが，このような装置での実験では運転者が相当意識して運転していること
がうかがえる。
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横風を受ける自動車の操縦'性・安定`性に影響する要素は，土屋ら7)の指摘のように，車体系の空力
特性，構造系の特性，機構系の特性，タイヤの特性など多くを数えるが，筆者らは専ら横風の特性が
どのような影響を及ぼすかの観点から実験的研究を進めてきた。今回の実験もその一環として行なっ
たもので，いわゆる人工風の特性とそのもとでの自動車の挙動を調べたが，このような人工的横風・
突風はトンネル出口，切り通しや跨道橋のような風道部分で類似の状態がみられると思われるので，
今回の実験の結果を生かし，再度前記のような地点を重点的に選び，自然風のもとでの実験を実施し
比較検討したい考えである。また横風送風装置を使用しての実験も，送風部分の長さが長ければ部分
的な送風あるいは部分的に風速を変えるなど多彩な風のもとでの実験が可能と思われる。
終りに，今回の実験のため横風送風装置の使用許可と便宜を与えていただいた日本自動車研究所
近藤政市所長，研究第三部酒井秀男部長代理，操縦性・安定性研究委員会および空気力学研究委員
会，直接実験にご協力いただいた研究第三部阿久津義雄氏，青木章氏ほか多数の所員の方，実験車
を提供していただいたトヨタ自動車工業株式会社の関係各位，またたえずご激励，ご協力いただいた
日本道路公団高速道路金沢建設局の各位，そして実験を担当した本学岡本明男技官，大学院工学研
究科学生小泉徹君に感謝の意を表します。
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